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平成 12 年 

WWS@W@*Sk   

肌寒い日となっに 12 月 4 日、 吉木 
小学校で毎年恒例のもち つ き大会が 、 

児童と保護者、 先生たちによって 行 
わ れましに。 
約 600 人が参加し、 6 基のうすを使っ 

め 

てあ んなでもちを つ きましに。 
保護者の皆さんはここぞ とは かり、 
張り切って児童の 指導にあ に り、 児 
童 にちも寒さに 負けす、 からだと 同 
じくらいのき ね を、 一生懸命振り 上 

    " 1  イ 。   
  

げていました。 
深田大樹くん ( 高倉 ) は、 「自分でつ 
いたおもちは、 とてもあ いしかっに。 
5 種類の味付けのあ もちを全部食べ 
にけど、 やっぱり ビりさ いが一番お 
いしかった。 食べたあ とに、 もう一 
回あ もちをつく そ 。 」と張り切ってい 
ましに。 
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お正月を前にした 12 月 4 日、 m 田 
小学校で二村遠賀町教育長指導のも 
と、 しめ 縄 作りが行われました。 
これは昨年から P TA の行事とし 
て始まっにものです。 

1
 レ
 

保護者や地域の 人にちは、 わらを 
編む作業からだんだんとしめ 縄の形 
を作っていきましに。 
約 70 人集まっに体育館は 、 ねらの 
香りに包まれていました。 
参加していに 馬込 千文さん ( 鍋田 ) 
は、 「昨年からこのしめ 縄 作りに参加 
しています。 昨年は指導者の 人にほ 
とんど作ってもらったので、 今年は 
自分の 力 で作りたいと 思います。 」と 
話してくれました。 

山田小学校しめ 祐作   
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ⅣⅡ ） ， …， 人 ，」 ） 」 ぃ ， 。 
バレーボール 実業団の公式試合も 行 
える 設備を備えています。 また、 2 階 
現質 席と含ね せて 2,000 人まで観客席 
才 設置することができるので ，スポー 
、 ソ だけでなく多目的なイベントに 利用 
できます。 
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 「同約Ⅰ㏄メートルのランニンバコー 

スで、 天候に関係なくジョギ ンクや ウオー 
キングに利用できます。 
見晴らしが良く、 また脚や腰へのダ 
メージを和らげるクッションマットを 
敷くなどの工夫をこらしています。 

の 

 
 

門口 10 Ⅴ 一 ⅠⅡ， 上知 クキキ 0 ぜ 一 - に Ⅱ ，   l-1, ロ， """  " 。 " 木 " ギ 。 ハ l , Lr 
あ り、 講演などが イぅ える舞台設備を 完 

  備しています。   
また、 阪 舞台を張り出すことでコン 
ワートにも利用できます。 
しの舞 ヲ ム 口 に故 In,.@ 貴 。 した繍帳 ， +,- - ・ 。 cn,r 。 ，，， 、 f,l- にほ、 朝日 
が美しく輝く 三里松原が描かれ、 最初 
に皆さんの目にとまることでしょう。 

ノ Ⅰ " Ⅰ   

  。 D     

 
 
Ⅰ
 

  

      

0
 

 
 

  
一 

） 

  

    
更衣 室 

皆さんひらの 要望が多かったシャワ 一 
室を完備していますので、 アリーナ や 
フィットネスジムで 流した汗をシャワ 一 
で 洗い流してください。 
身障者用のシャワ 一室・もあ ります。 
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Q 町の仕事の目的 っ て 何だろう ? 
会社の目的は 利益を生むことですが、 町の場 

合は会社のように 利益を求めているわけではあ 

りません。 それでは、 町の仕事の目的はなんで 

しょうか ? 
り 

公団を例にして 考えてみましょう。 公園は皆 
さんが散歩したり、 遊んだりしで 利用していま 

す 。 しかし、 公団を使ったからといってそこか 

ら 利益は生まれません。 でも、 皆さんはきれい 

な 公団があ ったらがいなと   臥いますよね。 甘 さ 

んがあ ったらいいなと 思、 ぅ ものやできたらいい 

なと 居 、 うことを実現していくのが 町の仕事です。 

町の仕事は予算の 中で、 それ，ざれの 目的別に 

分類されています。 

公園や道路整備などの 経費は土木質、 学校や 

公民館の運営数は 教育 世 、 高齢者や障害者なと     

の 福祉にかかる 経 化は民生化というよ う に分け 

られていて、 決算をすることで 1 年間にそれで   

れの目的にどのくらいのお 金が投資されたのか 

がわかるよ 3 !. ご なっています。 

( 一般会計の歳出の 内訳は 、 6 ぺ一ンの グラフ 

2 をご荒ください。 ) 
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( クラフ 1 分 

一般会計     
歳入 

81 億 5,695 万円 
■内訳 

平成 10 年度に行った 
Ⅰ 主要事業決算額 
  

ワ
 

）
 

" … " """ 。 。 り " 川 ".   ， " y " 肥ぃ上 " ァ   
業 ( 総合体育館 )  ‥ ;;           9,368 万円 
‥住居表示事業・                             2.100 万円 
* 月老 推   
@ キキ 此 "" 丑   

り ，Ⅴ " り ，， 1 J 
            人権 擁護啓発事業                     2,209 万円 
Ⅰ 綾 佐野     
  ご み、 し尿処理     穏 ( 連盟・中間広域 組 
合 負担金 )                               3 億   5,276 万円 
，健康対策事業 て 各種検診など ) 
- --       - .   . - . . -   . . . . . . …… - -- - - - . - ,<@ w" て m   
  

  特定地域開発就労事業 ( 尾畑 一心 局   7,75f 万円 
Ⅰ 雄右オ 産業 穿 
  ため池畔 備 甘菜                         4,66T 万円 
， 抽北 n-l ル 酸敗 皓宙サ   -,-. 、 c rinc 古 m 

Ⅰ 廠工穿   
      観光事業 ( まつ・ 0 例 垣 ，花火大会など )     4,495 万円       
ⅠⅠ永野 
，街路整備事業 ( 赤井手一波 十郎線 ) 

    ．，，，…，…・ :. …………，・こ 口 億 5,6 ㏄万円 
道路改良工事                                 8,494 万円 

公園整備 亨業                                 3,272 万円 
Ⅰ 揃笏穿 " 
・消防施設運営 竹 ( 遠賀 ・中間広域組合 

負担金 )                                           3 億 175 万円 

Ⅰ 戎序押   
・海老 津 小学校大規模改造事業   

"   " 。 "-r@ 市 

一 Ⅰ " … 1 Ⅱ " " 小   
4% 羊 役用 簗   
・鉱害復旧耳菜                               8,571   万円 
， 盤業 施設災害復旧事業       7,961 万円   

  
区分 金額 訪台㈱ 

①地方交付税 25 億 6.310 万 H  35.] 

②国庫支出金 5 億 l,422 万円 億 3 
③ 県 支出金 3 倍 6,257 万円 4.5   
  地方消費税 交 2 億 2,680 万円 2.8 
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⑤
   
  
⑨使用料・手数料 l 億 ],706 万円 
坤 財産収入 6,720 万円 
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歳出 
平成 l0 年度の一般会計・ 各特別会 
計 ・水道事業会計の 決算がまとまり し力 7 7 億 7,880 万円 また 税 し 全 た や 。 皆国 ・ さ宗 んヵ 力、 、 う ら め 納 め補 助 れ金 ¥ たな だ ど 、 1 @>   

■内訴   どのように使われたのかを、 町の家 l 
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老人保健事業 収入Ⅴ 38 億 704 万円支出▼ 38 億 4,438 万円仁 

70 歳以上の高齢者の 医療費の給付などを 行 う ための事業です。 
主な収人は、 支払基金交付金と 国や県、 町の負担 余 です。 支出は双年に 比べて 約 1 億 9,416 
万円増えて い て、 そのほとんどが 医療費です。 

●一人当たりの 医療費 1 26.202 円     
国民健康保険事業 収入Ⅴ 23 億 1,187 万円 支出▼ 21 億 6,529 万円 

自営業の人や 退職者の医療費をまかな う ための事業です。 
主な収入は、 加入者の皆さんが 納めた保険 税 と国庫支出金です。 主な支出は、 医療費と老 
太保健への拠出金が 大部分を占めています。 
●一人当たりの 医療費 7 1 ,08 1 月     
公共下水道事業 収入Ⅴ 15 億 5,937 万円 支出▼ 14 億 9,361 万円 

下水道の整備により 快適な生活をづくし、 川などの水質を 守り、 快適な生活環境を 提供す 

るための事業です。 主な収人は、 国庫支出金と 使用料・手数料などです。 
主な支出は、 下水道の整備と 運営に使われています。 

●下水道普及率 62. アパーセント 

  

農業及び漁業集落排水事業 収入Ⅴ 3 億 3,107 万円 支出▼ 3  億 1,324 万円 

農村地域の農業用排水の 水質保全、 農業生活の改善を 図り、 併せて公共用水域の 水質保全 
を行 う ために、 農村地域のし 尿・生活雑排水などを 処理するための 事業です。 現在は整備中で 
利用はできません。 
主な収入は 、 国や県の補助金と 町 侠 です。 

支出は排水路などの 整備と運営に 使われています。 

住宅新築資金等貸付事業 収入Ⅴ 666 万円 支出▼ 484 万円 

過去の住宅の 新築、 改修、 用地の取得の 際に貸し付けした 資金の回収を 行っています。 

主な収入は、 貸付金の回収金と 町 値 です。 主な支出は、 町 債の返済 今 です。 

水道事業 収入Ⅴ 4 億 8,139 万円 支出▼ 4 億 3,901 万円 

皆さんのもとへ、 毎日おいしい 水を供給するための 維持管理などを 行 う ための事業です。 

主な収入は 、 皆さんが支払った 水道料金です。 主な支出は、 安全な水を安定して 供給するた 
めに使われています。 
●給水戸数 9. 940 戸   
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ました。   
少子化の時代の 中で、 親 だけでなく地域で 子どもた 

ちを育でようと、 区や PTA の協力のもと 始まった そ 
ぅ です。 
  1 年生 11 人の始めの言葉で 始まり、 地域の人の手品 
に 児童全員は驚いていました。 また、 石田玲子さんた ぬ ちの「ソーラン 節」では、 児童全員参万回しで 合唱しまし 
六 ・ @O 
中川 勲 校長は、 「少数ながら 児屯 のみんなは 、 持でる 
力 を発揮してよくがんばりました。 また、                               
多大なるご支援 !. こ 感謝しています。 これから                       
皆さんと協力して、 学校教育を進めて い かなければ ぃ   ア 
5,6 年生が作成したホームページ も 近いうち !. こイ 
ンターネット 上下見ら # Ⅰるようになります 0 登録が済     
みましたら広報                           らせします。 

ゆ 
ヲ       
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            自然を大切に…   ， 一 "  " 一 " " 

;; 三里松原松葉 ガき 
  
                      12 円 i 日 、 三里松原防風保安林保全 

                      対策協議会の 三里松原末黒山沢山で 主催による松葉かきが、 行われました。 
      これは毎年行われているものですが、 

目 今年は約 60 人が集まり、 松葉かきに 汗 

  で ⅡⅡ を流しました。 また、 松 莱や枯木を除去したほうが                                                           松の発育に良いという、 昨年 10 月の三 
㌣・ ご ""," ォ ". -       

  
              

  

  差別のないすてきな 未来へ     
    県人権 作文コンテスト 奨励賞受賞 

  12 月 5 日、 全国中学生人権 作文コンテスト 福岡 
          " " Ⅰ デ Ⅱ             県大会で坂田由香里さん ( 竜王団地 ) が奨励化を 受 

賀されました。 Ⅱ l l 

Ⅱ く @ これは、 W47 校 38.472 件品の中からの 受寅 で、 坂 
  回 さんは、 「最初は、 自分には関係のないことだと 

  
          思っていました。 しかし、 いろいろな本を 読んだ 

    
        で 人権 が侵害されて、 、 ることを悲しく 恩 、 います。 

  Ⅱ・ ｜ はやく差別のないすてきな ら願っています。 」と話してくれました。 未来が来ることを 心か 
  

  t 

  
  
  
  

  ） 

㌧ "   

  

  

  
  
  

たのしかった ，一足早いクリスマス     
母の家クリスマス 会 

クリスマスを 前にした 12 月 17 日、 養護施設「母の 家」で 
クリスマス会が 開かれました。 肝臓貝や地域の 人、 各Ⅱ 、   
中学校の先生たちなどたくさんの 参加があ りました。 - 
足早いクリスマスプレゼントに、 98 人の子どもたちは 大 
喜びでした。 
花田偏施設長は、 「地域の人たちのあ たたかが心が 、 

子どもたちに 伝わっていると   臥います。 」と語ってくれ   

  

    Ⅱ '@e-@ 



）
 

，
 
・
）
 

生涯学習とは、 年齢を問わ ヲ 、 すべての 人ガ 

義に過ごすために、 自らの意志二学び、 心豊ガ 

ものです。 

学校教育の基本は、 子どもたちに 生涯にわた 

な 知識を教え、 身に付けさせることにあ りま す 

生きる 力 " を 育てること ガ、 長い人生において 

り 、 生涯学習社会へのはじめの 一歩となります 

れ宮尾敏彦囲垣中学校長にお 話しを聞いてみま 

長い人生を 

な人間性を 

り必要な 夏 

。 同時に " 

" 生涯学習 

。 そこで今 

した。 

  楽しく 有 

  培うため 

礎的 ・夏 

月 ら 学風 

・ " との 接 

・回は 、 生 

 
 

ピ
 
Ⅰ
 

的
度
と
、
オ
ま
 

意
 
の
本
態
 

点
 

涯 学習に詳し 学び 愛   
  
方数なめつ く す @ 0%   

め がの 一 り の 、 う わ， し 担当りまです ち 分野 、学 期間 それ 高 
すす 。 を 校だは校   
  

、み た 
ノ ・ 

土曜わいわい 活動 

う いち 週 で合か社る地 
同 2 か が 5 千 

。 でな と き に 

Ⅰ も 
Ⅰ ヒ こ 月㎎ れる け 9 活動とます。 や地域 子ども 単 

日 いでた 校   / ： ， 

だづ いを く とに字 育とれ 協 動奉ど 前自開 れと 
き く 。 巻 りい大智 地 成って働こを 仕で中ら しい @ 

        
っ 向いい子らる 子 んて 豊 公族 、 で レ 大筈をこと 2   

問い合わせ 

教育委員会学校教育課 へ   
① 

ハ
み
づ
 

。
 
太
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く 材料 4 人分 ) 
0 ねぎ 「白 い 部分」 ( 大 2 本 ) ①しめ 

じ ( 少量 ) ① 油 ( 小さじ 1 杯 )0 塩 ( 少 
量 )0 こしょう ( 少量 )0 半肩口 一ス 
薄切り (120 グラム ) ①パセリ「みじ 
ん切り」 (10 グラム @ すし 飯 (2 かノ 
ブ ) 
A  0 しょうゆ ( 大さじ 3 杯 )0 さ 
とう ( 大さじ 2 .1/2 杯 )0; 酎 大さ 
じ 2 杯 ) 

く 作り方 ) 
① ねぎ は、 4 センチの長さに 千 
切りにし、 しめじは軸を 2 セン 

チつけて 石 づきを除く。 

② 鍋に油を熱してねぎを 炒め、 
しんなりとなったらしめじを 加 

えて、 サッ と 炒める。 ね ぎは飾 
りに、 少量取り分けておく。 

③ 牛肉を鍋に入れ、 A を加えて 
煮る。 色が変わったら 肉を取り 
出し、 ①②を加えて サッと 煮て 
汁 をきる。 
④ すし飯にパセリを 加え混ぜる。 
⑤ 押し型を酢 水 でならし、 型の 
底と枠をセットして、 すし飯の 
拷 量 、 牛肉片 量 、 ねぎ拷甘 、 す 

し 飯 Z 量の順に重ねて 詰め、 グッ 

と 押す。 これを 2] 牛 作り、 まな板 
などの重石をのせて l 時間おく。 

⑥ 枠を抜いて 底 とふたをはずし、 
食べやすく切る。 
⑦ ィ r ぎとしめじを 飾りに置いて、 
できあ がり。 

く ひとくちメモ ) 
押しずしに牛肉や れ ぎなどは、 
意外な取り合わせですが、 良く合っ 

ていておいしいですよ 0 また、 子 

どもも喜びますよ。 

岡垣町会主 ; 舌 改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 

食
事
で
風
邪
を
予
防
す
る
に
は
、
 
ビ
の
 構
成
成
分
 で
あ
り
、
か
ら
だ
を
し
ん
 

タ
ミ
ン
 A
.
C
.
E
 と
た
ん
ぱ
く
質
を
料
か
ら
温
め
ま
 す
 。
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
 

理
の
中
に
た
っ
ぷ
り
取
り
入
れ
ま
し
ょ
上
手
に
取
 り
 入
れ
た
 廿
理
が
 鍋
料
理
や
 

う
 。
ビ
タ
ミ
ン
 A
 は
 坤
 、
の
ど
、
気
管
 

具
 だ
く
さ
   

こ
れ
以
外
の
料
理
を
摂
 る
 場
合
で
も
、
 

 
 

食
事
の
面
で
大
切
な
こ
と
は
、
一
つ
の
 

ス
を
追
い
出
し
て
く
れ
ま
す
。
 

風
邪
の
予
防
に
 

ビ
タ
ミ
ン
 A
.
C
.
 三
と
 

た
ん
ぱ
く
質
を
十
分
に
 摂
ろ
 フ - 

。
 
ヒ
 タ
ミ
ン
 C
 は
免
疫
機
能
を
高
め
ま
 

す
。
ビ
タ
ミ
ン
 E
 は
血
行
を
良
く
し
、
 

ヒ
 タ
ミ
ン
 A
 と
 C
 の
働
き
を
助
け
ま
す
。
 

た
ん
ぱ
く
質
は
免
疫
機
能
の
抗
体
本
体
 

食
事
で
つ
く
ろ
う
 ガ
 

気
温
 ガ
 低
く
て
空
気
ガ
乾
燥
 
す
 る
こ
の
季
節
、
 
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
に
 

と
っ
て
は
最
適
な
環
境
で
す
。
 

の
 ん
え
き
り
よ
く
 

免
疫
力
を
高
め
て
、
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
 
ガ
 ら
だ
 づ
く
し
を
 す
 る
 

こ
と
 ガ
 風
邪
予
防
の
第
一
歩
。
そ
こ
で
、
日
ご
 ろ
の
食
生
活
 ガ
 大
き
く
 

影
響
し
て
き
ま
 す
 。
 

廿
せ
 

風
邪
に
負
け
好
い
か
ら
ぼ
 を
 

）
 

食
品
に
頼
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
上
め
に
効
く
 と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

よ
く
か
ぜ
の
ひ
き
始
め
に
ビ
タ
ミ
ン
 

食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
 摂
 る
こ
と
で
す
。
 

を
 補
給
し
よ
う
と
、
果
物
や
野
菜
を
生
 

風
邪
の
ひ
き
始
め
に
は
 7 

で
 食
べ
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
か
 

「
風
邪
を
ひ
い
た
か
な
 ?
 」
と
思
っ
 

ら
だ
 を
冷
や
し
 た
り
、
消
化
し
に
く
か
っ
 

た
ら
、
消
化
が
良
く
て
か
ら
だ
を
温
め
た
り
と
、
 

逆
 効
果
に
な
る
こ
と
が
あ
る
 

る
 食
べ
物
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。
 

の
で
、
加
熱
し
て
温
か
い
状
態
の
も
の
 

大
根
や
か
ぶ
、
 
ね
 ぎ
な
ど
の
冬
野
菜
を
摂
る
よ
 う
 に
 し
ま
し
ょ
う
。
 

が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
ア
ツ
ア
 ッ
 の
う
ど
寒
い
冬
は
 ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
 風
 

ん
や
ス
ー
プ
は
お
す
す
め
で
す
。
 

邪
 を
ひ
い
て
 品
水
 や
の
ど
、
 
発
 軌
な
ど
 

ま
た
、
シ
ョ
ウ
 ガ
 も
か
ら
だ
を
温
め
で
不
快
な
悪
い
 
  

る
 効
果
が
あ
り
ま
す
。
レ
ン
コ
ン
は
 眩
 

す
。
食
事
で
 免
疫
力
を
高
め
る
と
と
も
 

    風邪ヌ 肱広 め 男坤 な 隷理冴         
お 埋の伍 楚   調理のがイント   

例 ) けんちん 汁 … すりご まを加える 
豚汁… ワ ツマイモを入れる         
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時
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Ⅱ
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村
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時
時
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 ク
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前
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千
千
 

 
 
問
 
時
 

 
 

 
 

今
年
も
税
金
の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
 
。
今
年
の
確
定
申
告
の
受
付
は
、
 
2
 月
 

㎎
 日
 （
水
）
 
ガ
ら
 3
 月
仏
日
（
水
）
ま
で
の
一
力
 
月
間
。
納
め
過
ぎ
の
税
金
を
戻
し
て
も
ら
 

例
年
、
期
限
終
了
近
く
に
な
る
こ
、
た
い
へ
 

 
 

う
 申
告
（
還
付
申
告
）
は
、
岡
垣
町
役
場
で
 は
 2
 
月
 8
 
日
（
火
）
 ガ
ら
 

い
ま
す
。
 

な
 書
類
を
準
備
し
て
、
早
め
に
申
告
を
行
う
 
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

申
告
が
必
要
な
人
は
、
平
成
は
年
 

1
 一
 あ
っ
た
 
人
 

一
 ⑦
土
地
や
建
 
物
を
売
却
し
、
還
付
申
告
は
次
に
 該 出
 す
る
人
が
対
 

Ⅱ
年
中
に
次
の
要
件
に
該
当
し
た
人
で
一
が
あ
っ
た
 

人
 

一
家
に
な
り
ま
す
。
 

一
 ⑧
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
 

す
 。
 

一
 ①
給
与
所
得
者
で
、
医
療
化
控
除
や
雑
 

な
お
、
平
成
は
年
 
1
 月
 2
 日
以
降
に
一
 
ィ
、
 

 
 

一
揖
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
 

岡
垣
町
に
転
入
し
た
人
は
 、
ロ
 
、
給
与
 
支
 私
報
告
書
 
未
 提
出
の
人
一
な
ど
を
受
け
る
こ
と
 が
で
き
る
 
人
 

の
 市
町
村
で
申
告
す
る
よ
う
に
な
り
ま
一
八
、
給
与
を
 

二
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
 
一
 ②
給
与
所
得
者
で
、
 

年
 の
 途
中
で
退
職
 

 
 

一
し
 、
年
末
調
整
を
受
け
で
い
な
い
人
 

す
 。
 
ま
た
、
申
告
は
国
民
健
康
保
険
 

税
 の
 一
 ⑨
会
社
な
ど
を
 
 
 

③
利
子
や
配
当
、
原
稿
料
な
ど
（
源
泉
 

申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
 

一
 ⑲
厚
生
年
金
 
や
国
民
年
金
な
ど
を
受
給
 
一
 徴
収
さ
れ
て
 
ぃ
，
巴
 が
あ
り
、
合
計
 

所
得
が
な
一
し
て
い
る
  
 

一
 @
 得
が
 

い
 場
合
で
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
 

一
 

の
中
昔
に
限
っ
て
は
、
Ⅱ
 
一
 ④
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
 

 
 

一
所
得
が
な
い
 

場
 ム
ロ
は
岡
垣
町
役
場
 

税
 一
年
中
の
収
入
 

ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
 

 
 

務
 課
へ
の
電
話
連
絡
で
結
構
で
す
 

一
 。
九
五
幼
年
 

し
た
と
き
は
、
一
定
 
の
要
 何
に
当
て
 

①
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
、
不
動
産
 

一
 あ
る
人
を
除
 

 
 

め
た
年
か
ら
 
巧
 

ま
た
不
動
産
を
売
 
一
は
 
、
年
金
収
入
 
が
 二
百
六
十
六
万
円
以
一
年
間
は
住
宅
借
入
金
等
 

 
 

一
 Ⅰ
の
場
ム
ロ
 

、
 

受
け
る
 こ
と
が
で
き
、
所
得
税
が
軽
 

 
 

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
収
入
が
二
一
限
り
申
告
 

の
 必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 一
 減
さ
れ
ま
す
（
住
宅
 

ロ
 
ン
 な
ど
に
、
 

一
 ま
た
、
 
農
 菜
の
収
入
が
あ
る
人
で
、
一
家
屋
の
 
新
築
や
購
入
と
と
も
に
す
る
 

千
万
円
を
超
え
る
 
人
 

③
給
与
を
一
力
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
一
農
業
所
得
 

標
 珪
を
適
用
す
る
場
合
は
 

、
一
 
そ
の
敷
地
等
の
購
入
 
に
 係
る
ロ
ー
ン
 

で
、
給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
 

一
 2
 月
 お
 日
一
会
 

な
ど
で
一
定
の
も
の
が
 

含
 ま
れ
ま
す
。
 

一
 

 
 

合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
一
 い
 し
ま
す
。
 

 
 

得
 税
の
確
定
申
告
 
苦
 を
捉
 一
 署
や
役
場
税
務
課
で
受
 

 
 

受
け
て
い
る
人
 

出
し
た
人
は
、
 
町
 ・
県
民
税
の
中
古
を
 
一
 い
ま
す
。
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になりました。   負契 今年の会場は 遠 賀 ・コミュニティーゼン る契 の登 地な 家屋     
約
 書
な
 ビ
ご
 

ゥ
 、
住
宅
取
得
資
金
な
ど
に
係
わ
る
 

借
 

入
金
の
年
末
残
高
証
明
 

自
 

エ
 、
増
改
築
の
場
合
は
、
建
築
確
認
 

書
 

の
 写
し
、
検
査
 
済
 証
の
写
し
、
 
増
 

改
築
等
工
事
証
明
書
な
ど
 

な
お
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
二
年
 

 
 

目
 以
降
は
年
末
調
整
で
済
み
ま
す
。
 

譲
渡
申
告
が
必
要
な
人
は
、
税
務
署
 

申
告
に
ぱ
要
な
も
の
は
、
 

た
 人
は
、
申
告
な
し
て
く
だ
さ
い
。
 

か
ら
通
知
が
あ
り
ま
す
。
 

ァ
 、
充
員
契
約
 
彗
 、
 測
丑
藍
 ・
仲
介
 
手
 

放
 料
な
ど
の
領
収
 
井
 

平
成
Ⅱ
年
中
に
土
地
や
建
物
を
売
っ
 

 
 ウ
、
 
2
 月
花
田
 一
 
金
一
・
 
掩
日
 （
月
）
・
幻
日
 

（
火
）
の
二
日
間
の
み
受
け
付
け
を
役
場
 

大
会
談
室
で
行
い
ま
す
。
時
間
は
 

、
午
 

前
 9
 時
か
ら
Ⅱ
 
時
 ㏄
 分
 ・
午
後
 
1
 時
㏄
 

後
安
 

告
 
な
中
 
け
 

申
 

。
間
黄
 

午
も
 

ら
で
 

付
す
期
の
 

還
 
ま
の
 
告
 

か
場
 

糾
乱
 
㎝
 
鍍
 

ヘ
刀
 

ノ
 几
又
 

ノ
イ
 

l
 

㏄
 
ら
 

で
い
 
日
一
 

時
か
 
 
 

の
い
 
7
 も
 

 
 

で
 
㏄
け
離
タ
 
2
 
役
は
 
+
.
@
 

 
 

一
時
 
付
混
ン
 

タ
 
3
 
け
 

セ
 
お
に
 
付
 

 
 

分
か
ら
 

4
 
時
ま
で
。
 

な
お
、
当
日
は
申
告
 

調
 
が
届
い
て
い
 

一
 

な
い
人
の
譲
渡
関
係
の
相
談
も
受
け
付
 

一
 

け
ま
す
。
 

平
成
Ⅱ
年
分
の
所
得
税
の
 

 
 定
率
減
税
が
実
 

所
得
税
額
か
ら
 

続
き
二
所
得
 

割
 
の
ず
額
の
 

1
 

税
金
の
申
告
一
書
 

七
ロ
Ⅰ
 

卜
来
 

Ⅰ
 
つ
 
Ⅰ
Ⅰ
 

り
ま
す
。
 

そ
れ
に
伴
 

い
 
待
ち
時
間
も
ど
ん
ど
ん
 

増
与
円
ノ
 

 
 

如
 
し
て
い
る
 

状
況
で
す
。
 

百
八
万
 

に
 
Ⅱ
 
は
 

 
 わ
か
ら
な
い
、
▼
 

分
の
税
金
は
Ⅰ
 

若
ま
 -
 
 
 
 
 ～ デャ イ ソじ パシート唐ス 孝仁補助 恰を交夕 します ～ 
道路交通法の 一部ガ改正され、 平成 W2 年 4 月 ⑦運輸省が定める 安全基準に適合したチャイルドシート   幼児 l 人につぎ l 回 限りとし、 チャイルドシート 購入費 

用の 2 分の l 以内で、 5.000 円を限度とします。 
町内居住の新規購入者 が 対象です。 ■申請に必要なもの 
岡垣町では、 保護者の経済的負担の 軽減、 チャイルドシー 0 岡垣町チャイルドシート 購入費補助金交付申請書 

トの 普及促進と乗車中の 幼児の安全確保、 交通事故の軽減 0 領収書     

を目的として、 平成Ⅱ年 7 月 l6 日以降に購入されたチャイ ( 日付およびチャイルドシート 代が明記された 領収書 )         
ルドシートに 対して補助金を 交付します。 0 品質保証書および 取扱説明書、 そのほかチャイルドシー 

トの製造元、 品名などの確認できる 書類 

■受付期間 0 車検証の写し 

平成 レ 年 2 月 l 日 ( 火 ) 一平成比年 3 月餅田 ( 月 ) まで 0 申請者の口座振込先の 銀行名、 口座番号 

■交付対象者   
平成Ⅱ年 7 月 l6 日以降に購入され 仁人で、 次の条件を満 
亡していること。 
            岡垣町に住所があ り、 チャイルドシート 購入時、 6 歳 
未満の幼児と 同居し、 生計を維持している 父母などその 

申し込み・問い 合わせ 

福祉課福祉係へ 

  

  
鵜 卜 ㎏ 
      
） 

  

世帯員で車を 所有している 人 

㊥ 

  



  

  

） 

I 

    
参加する人も 読む人もめれな 友達。 こ 
のコーナ一でひとっになって 楽しもう。 
「 ど くしゃの私書箱 」は、 そんな願いを 
込めに読者のぺ 一シてす 。 
楽 しがったこと ，悲しかったことがら 
地区の活動まて 、 まに，イラスト・ 4 コ 

マまんが・俳句・ 川柳などの作品もお 待 
ちしています。 
- 応募 先ノ 〒 8 ⅡⅡ 233 岡垣町大宇野間㏄ ヮ 
-l 岡垣町役場地域振興 諜 ・広報「とく 
しゃの私書箱 」 係 
Ⅹ応募はかきにほ「住所，氏名 ( 紙上匿 
名も可 ) , 年齢・電話番号」をあ 忘れな 

く 。 

く
 
第
 7 

 
 

地
域
 ぶ
 

凹
 め
れ
 完
 

1
.
.
i
1
.
!
 
：
 

い
し
 

木
具
 

て
 美
水
 写
 

っ
 の
清
の
 

が
こ
長
戦
 

広
ら
 

館
作
 

く
が
民
大
 

き
な
 

公
ン
 

人
い
 

清
一
 

 
 の
と
 
。
は
い
 提
 

こ
こ
す
 真
 あ
の
 

 
 

旧
く
も
動
画
 ん
 

仕
皿
い
活
 7
 さ
 

芙
 が
た
 7
 集
 隆
 

 
 し
イ
リ
 ン
供
花
 

刀
ポ
守
う
提
、
 

 
 

ち
こ
 両
地
 さ
原
 

な
く
い
 [
 彦
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
。
。
 

"
 
～
 要
 

 
  
 

 
 

 
 

  
呪 っ 雲 極 句 貫 主 人 電 
秋 ま か 月 砕 い 近 の 話 

の 立 か や 水 物 太 あ に 
） ビ ち る 垂問 子 に の     寒中 月福 垣 才 包 猫 の せ襲 程 励 

  
か畔 た る サ つ { ダ 和 金 千 6 %  美 枠 袋井 会わ 
枝 み ェ 子   
西
村
光
代
 

を
若
き
ガ
イ
ド
に
た
し
な
め
ら
る
る
 

玉
突
き
の
 
幸
故
を
 バ
ス
よ
り
覗
き
見
る
 

の
 関
は
り
八
ボ
な
ら
ず
 

岩
崎
京
子
 

石
松
丈
子
 

普
天
間
の
移
設
に
悩
む
島
民
の
基
地
と
 

母
は
微
笑
み
な
が
ら
見
て
お
り
 

佐
々
木
百
合
子
 

飛
は
 さ
れ
し
拍
子
追
い
か
け
る
幼
子
を
 

り
し
今
は
亡
父
に
 詫
ぴ
る
 
る
 
橋
本
和
子
 

相
合
は
ぬ
 性
 な
げ
き
来
し
越
し
 オ
よ
悟
 

古
里
い
よ
い
よ
遠
く
な
り
ゆ
く
 

子
も
入
れ
た
る
友
を
し
思
ふ
 
神
崎
壬
生
干
 

青
葉
短
歌
会
 

生
れ
し
家
守
り
呉
れ
た
る
義
姉
も
逝
き
 

届
き
た
る
箱
を
朋
く
れ
ば
 杖
 付
き
の
 
柚
 

阿
部
マ
サ
 子
 

ス
デ
ー
に
と
本
を
送
り
 来
 

太
郎
よ
り
揚
が
る
花
子
の
武
者
絵
凧
「
 

L
 
懐
ゆ
 
扶
の
作
品
 

 
 

  
な達   
元 吉 違 ぬ 糞， -% 

ナ き か 熊 健 全，・ -, 宙 ，   
山
中
き
ょ
 み
 

妹
 ぎ
し
 娘
 今
も
忘
れ
ず
吾
の
た
め
 バ
｜
 

四
温
晴
 写
生
す
る
子
に
日
の
あ
ふ
れ
 

長
 畑
田
鶴
子
 

千
千
の
通
愛
の
火
鉢
 灰
 深
し
 

医
 通
ひ
の
夫
に
添
ひ
ゆ
く
枯
野
道
 

児
島
滑
子
 

小
西
き
く
え
 

卒
業
な
ほ
す
こ
や
か
な
り
し
初
御
空
 

両
垣
乳
垂
 俳
句
会
 

切
れ
か
け
し
外
灯
一
つ
 久
、
 
0
 月
 

陣
内
ヨ
シ
 子
 

O
 



トト               

如月のもよ古し 弔しち 甘 
  
ぃ
 1
 
Ⅰ
 Ⅰ
 

㍉
Ⅰ
Ⅰ
 

Ⅰ
 2
 

ひ
 Ⅰ
 
 
 

2
 
8
 
2
 
呑
 
下
田
 

L
 
@
@
 
五
 

 
 町

 

 
   

ウ ヤ 客員 員象 

第 

  
し痴， 

  
ア つ 
@ ぃ ゑ 千 

      
）
 

参
加
費
大
人
Ⅱ
二
千
五
百
円
 

子
 

ど
も
Ⅱ
二
千
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

2
 月
㎎
 

貝
金
）
ま
で
に
、
北
九
州
教
育
 
W
 務
 

所
生
涯
学
習
 穏
容
 u
9
4
9
 
１
 2
5
 ｜
 

1
2
0
 
ミ
リ
 
へ
 

高
齢
社
会
へ
の
思
い
を
 

論
文
に
託
し
て
 

（
 
社
 ）
 
県
 高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
 

ぬ
齢
化
社
会
が
進
ん
で
 い
 る
現
在
、
 

面
輪
社
会
の
あ
り
方
を
 
、
 多
く
の
 皆
 

さ
ん
に
ご
意
見
を
論
文
と
し
て
募
集
 

し
ま
す
。
 

テ
ー
マ
「
 初
 世
紀
の
高
齢
社
会
と
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
二
席
用
・
医
療
 

福
利
，
生
涯
学
習
な
ど
の
テ
ー
マ
で
 

も
 結
構
で
す
。
 

文
字
数
一
・
千
字
以
内
 

応
募
締
切
 

2
 月
照
 日
 （
木
）
ま
で
 

応
募
 先
 ，
問
い
合
わ
せ
（
 
社
 ）
 
県
 。
 
@
M
 

齢
者
 能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
一
一
 T
8
1
 

2
 １
 0
0
1
1
 
 
福
岡
市
博
多
区
 博
 

多
 駅
前
 2
 １
 9
 １
 %
 ）
 む
 0
9
2
 
｜
 

d
,
5
1
 １
 8
6
2
1
 
へ
 

自
 、
立
直
方
 軸
 学
校
幼
稚
部
 

入
学
者
を
募
集
し
ま
す
 

県
立
直
方
聾
学
校
 

3
 歳
か
ら
 5
 歳
ま
で
の
幼
児
に
 
、
 

幼
稚
園
と
同
じ
教
育
内
容
に
加
え
て
 

言
語
 指
坤
と
 聴
覚
活
用
の
た
め
の
き
 

め
 細
か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

対
象
者
平
成
は
午
 4
 月
 1
 日
現
在
 

3
.
4
.
5
 
歳
で
、
聴
覚
 陣
筈
 の
た
 

め
 聞
こ
え
、
王
言
葉
 に
 因
っ
て
い
る
 幼
 

口
し
 

 
 
募
集
締
切
 

2
 月
 C
 日
 （
木
）
ま
で
 

申
し
込
み
所
定
の
人
学
用
紙
に
必
   

Ⅰ
 
"
 

要
拝
 項
を
記
入
の
 う
え
 、
提
出
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
県
立
直
方
 
卸
 学
校
 

8
0
9
4
9
 １
 2
6
 １
 5
8
5
1
 へ
 

 
 

受
付
期
間
 

2
 月
 1
 口
 -
 
太
一
か
ら
 巧
 

下
水
道
 課
 工
務
 係
 

同
一
人
 -
 
ま
で
の
仏
日
刊
 

申
し
込
み
所
定
の
申
請
用
紙
に
必
 

要
事
項
を
記
入
の
 う
え
 、
必
要
 秤
矩
 

を
 添
え
て
下
水
道
 課
 工
務
 係
へ
 提
出
 

し
て
く
だ
さ
 

ま
た
、
 中
詰
 用
紙
は
下
水
道
 課
エ
 

  

問
い
合
わ
せ
下
水
道
 
課
 工
務
 係
へ
 

 
 
巡
回
 ガ
 

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
 

遠
賀
 福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
課
 

夫
の
呆
力
や
離
婚
問
題
、
経
済
的
 

な
 問
題
や
家
庭
内
外
の
心
配
ご
と
な
 

ど
の
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。
 

垂
口
 来
 所
で
き
な
い
人
は
、
世
話
 

で
の
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
。
 

と
き
 
2
 月
 8
 日
 -
 人
）
午
前
㏄
 

時
か
ら
午
後
 3
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
い
き
い
き
 ほ
｜
る
 （
 水
巻
 

町
頃
 米
商
）
 呑
 2
0
2
 １
 8
2
1
2
 

問
い
合
わ
せ
 

迫
賀
柚
祉
肛
務
 
両
地
 

威
福
祉
課
 容
 6
0
1
 １
 2
1
2
2
 へ
 

参
加
し
ま
せ
ん
 ガ
 

健
康
体
操
教
室
 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

教
育
委
員
会
で
は
、
病
気
の
予
防
 

や
 体
力
づ
く
り
の
た
め
の
 
健
 肢
体
操
 

教
室
を
朋
催
し
ま
す
。
 

  
「 
ビ
デ
オ
」
講
座
 

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
 

芦
屋
町
中
央
公
民
館
 

卒
業
式
や
入
学
式
な
ど
家
族
の
上
 
  

欠
な
ど
は
自
己
負
担
で
 

定
員
初
入
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
 

中
央
公
民
館
 容
 2
2
2
 

へ
 

 
 せ

芦
 

１
 1
6
 

圧
町
 

8
1
 

              
と
き
 
2
 月
㎎
 日
 T
 

時
か
ら
正
午
ま
で
 

と
こ
ろ
町
民
武
道
館
 

内
容
 
0
 馳
糞
 …
 健
 

り
 0
 実
技
：
キ
ュ
ー
ブ
 

対
象
者
町
内
在
住
の
 

男
女
 

申
込
締
切
 

2
 月
仏
日
 

米
電
話
で
も
結
構
で
す
 

申
し
込
み
 
，
 問
い
合
わ
 

員
 会
社
会
教
育
課
 
へ
 

し
 

午
前
Ⅳ
 

  %
 体
力
づ
く
 
-
 

体
操
な
ど
 
一
 

Ⅸ
 歳
 以
上
の
 

（
 
金
 -
 
ま
で
 

せ
拓
払
 ム
円
末
女
 

い
立
ち
や
季
節
の
風
物
な
ど
の
思
い
 

出
を
ビ
デ
オ
に
し
ま
せ
ん
か
。
 

と
き
 
2
 同
 6
 日
一
日
）
・
 

初
 旦
日
）
 

午
前
 9
 時
か
ら
午
後
 4
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
芦
屋
町
中
央
公
民
館
年
日
 

足
 町
 幸
町
）
 

内
容
 0
 知
っ
て
お
き
た
い
編
年
 

㈹
知
識
①
自
宅
で
で
き
る
 
編
億
 

持
っ
て
く
る
も
の
 

0
 ビ
デ
オ
 搬
彩
 

機
 ①
市
正
則
 具
 0
 防
寒
若
な
ど
 

受
講
料
無
料
Ⅹ
た
だ
し
、
材
料
 

容 0 9 2 一 6 2 2 一 0 7 1 6 

の
 



        
ク 町民武道館 宕 282 一 611l Ⅰ中央公民館 宕 282 一 0162 
Ⅰいこいの 里 ・社会福祉協議会 主文 283 一 2940 Ⅰ東部公民館 宕 282 一 0035 
ク 囲垣 サ コリーアⅠ 呑 282 一 1515 Ⅰ西部公民館 宕 282 一 7476 
ク シルバ一人柄センター 上士 282 一 4688 Ⅰ在宅イト 護 支援センター 呑 282 一 5167 

Ⅰ東部在宅介護支援センター 宕 282 一 5103 

正
切
ぬ
る
 さ
ど
 村
市
民
農
園
 

の
 利
用
者
を
募
集
し
ま
す
 

二
助
ふ
る
・
さ
と
 村
 

募
集
区
画
 
約
 ㏄
区
画
（
 1
 ぼ
画
は
 

平
方
 ぃ
 
;
 ）
 

募
集
対
象
互
助
ふ
る
さ
と
村
市
民
 

恩
問
で
作
業
可
能
な
人
 

利
用
期
間
平
成
は
年
 
3
 月
 1
 日
か
 

ら
 平
成
は
年
 1
 月
末
日
ま
で
の
Ⅱ
 カ
 

月
 
利
用
料
金
五
千
二
百
五
十
円
 

応
募
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
 

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
「
正
切
 

ふ
る
さ
と
村
市
民
 理
刮
 弗
化
」
 係
へ
 

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 米
 応
募
者
多
 

数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。
 

応
募
締
切
 
2
 月
Ⅸ
 日
 （
金
 
-
 
ま
で
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
互
助
 
ふ
 

 
 

入
門
講
座
 

「
あ
す
ば
る
」
事
業
課
 

と
き
 
2
 月
は
日
一
十
一
午
後
 1
 

時
 ㏄
分
か
ら
 4
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
 
県
 女
性
総
合
ゼ
ン
タ
ー
ク
 

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
赤
口
布
ク
ロ
ー
 

バ
ー
プ
ラ
ザ
 一
 

内
容
 
0
 公
開
講
座
…
「
光
を
か
 

ざ
す
女
た
ち
」
を
 
縮
荘
 し
て
（
福
岡
 
女
 

子
 大
学
名
誉
教
授
 
秋
枝
 茄
子
一
 

「
い
の
ち
、
 
侶
 き
め
う
」
 釜
 詩
人
・
 作
 

宗
森
崎
和
江
 一
 

参
加
料
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
「
あ
す
 

ば
，
の
 
」
事
業
課
 
穴
 0
9
2
 １
 5
8
4
 ｜
   

1
2
6
1
 

へ
 電
話
で
申
し
込
み
く
だ
 

さ
い
，
ま
た
、
託
児
 
室
 も
完
 術
 し
て
 

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
 

い
 。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
 
締
 

め
 切
り
ま
す
。
 

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会
を
 

開
催
し
ま
す
 

県
 労
働
部
職
業
安
定
訳
 

と
き
 

（
福
岡
会
場
）
 2
 月
 8
 日
一
太
一
 

午
後
 0
 時
㏄
分
か
ら
 4
 時
ま
で
 

一
 
北
九
州
会
場
 一
 2
 月
旧
日
 一
 
金
一
 

午
後
 0
 時
㏄
分
か
ら
 4
 僻
ま
で
 

と
こ
ろ
 

（
福
岡
会
場
）
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
 ホ
 

テ
ル
 -
 
福
川
面
博
多
区
古
塚
本
町
 
-
 

（
北
九
州
会
場
）
北
九
州
ブ
リ
ン
ス
 

ホ
テ
ル
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
東
山
 

 
 参
加
料
無
料
 

問
い
合
わ
せ
 

県
 折
柳
 部
 拙
策
安
定
 

課
穴
 0
9
2
 
１
 6
4
3
 
１
 3
5
9
3
 

へ
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
 

卓
球
選
手
権
大
会
 

卓
球
連
盟
 

と
き
 
2
 月
初
日
 -
 日
 @
 午
前
 8
 

時
 ㏄
 分
 受
付
開
始
 

と
こ
ろ
町
民
体
育
館
 

種
目
①
男
子
・
な
子
団
体
職
①
 

男
 千
個
人
戦
一
 

A
.
B
 

級
 -
0
 女
 千
個
 

九
戦
一
 

A
.
B
.
C
 

級
一
 0 ダ
ブ
ル
ス
 戦
 

抽
選
会
 

2
 月
 9
 日
ハ
永
一
に
 
束
 s
i
m
 

川
 
，
ゲ
ム
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  O 

O   
0  の習慣もあ ります。 O 

O 
家 に、 適間および専門の 訓練土による 訓練や相談を 行います。 平成 12 年度から 遠 賀郡 4 町で、 言葉や運動発達面で 遅れや心配のあ る子どもを 対 :  つインを試飲して   にだ講習を受ける 0 
対象 7 マ 通用… 訓練と相談… 遠 賀郡内に住み、 18 歳未満の小舟障害児および 通園になじむ 小学校入学双の 言葉な 剖 ・ こ 上身障害児 心配のあ る チ ど も と ど ・Ⅰ っ ら も、 保護者同伴でお 陳い します， 貫 ; 牡 百官 互嚢品 % 増 薯巷 七二毛 ま c@ 元巳 憲 
と き 4 月から 9  楽しく踊りま 巳 んか。 O 
ところ 心身障害児 通囲 施設 すぎな 同 ( 芦屋町緑ケ丘 ) O 

O O 
O 

●訓練…言語・ 機能訓練土・ 臨床心理   ヒ による訓練 @ 内容 ● 通 戸 活か打 OO 日月 常暁 生日 のら 基金 昭 本 動日 竹 の -- ， 午 の ォ ： Ⅲ flm@ 邸 9 １や時 打力１ ・、 練，、 @ 刊 ら 生年とで 帖後・・， 3 時 ・ なま 力 @ 、一 ， - 迎 汀 ｜ ょ し ま せ ん とき 2  月 l9 日 ( 土 ) O 
O 午後 l 時 30 分～ 5 時まで O 

O 言語・機能はそれぞれ 昭 日は未定です。 時間は午後 2 週間に 1 1 時から午後 回、 心理は 4m30 l 週間に 分まで、 1 回 。 送迎は OO ところ中央公民館大会議室 
しません。 

O 

●相談…子どもの 発育や発達の 相談   き 定員 30 人 
O 
O 

訓練 口 に合わせて実施します。 また、 送迎はしません ， O 利用料 通 圃の場合のみ 利用料 ( 利用料 甚準去 により所得税額などに 応じて、 月 M. n ・ OO 参加費 800 円 O 
0 円から 17.100 円 ) と 給食封 @ 小学校給食単価                                           0  申込期限 2 月 l6 日 ( 水 ) まで O 

申込方法 人同等申請諾などを 福祉課高輪対策 係へ 抽出しでください。 

中油丼は福祉課高齢対策 係 に世いでいます。 
:  Ⅹ踊りやすい 服装で参加してください。 き 

申込期限 2 月 14 日 @ 周 ) まで O O 
O O 

申し込み・問い 合わせ O 申し込み・問い 合わせ O 
O O 

福祉課高齢対策 係へ O- 地域振興課地域振興 係へ O- 

l 毎月 25 口号に速 武 しているⅡ権 のひろ ば 」は、 広報おかがき 2 月 10 口号に掲越します。 l ⑯
 



Ⅰ ぽかん ッガ な 兄用 だな タま弗 / 
現在、 生ゴミの 減廿 化とたい 肥 化によるリサイクルを 推進す り 4 同 1 日より現在の lnn 円から 150 円に単価を引き 上げさせて 

るために、 生 ゴミ処理容器と 発酵促進剤の 半額補助を実施して いただくことになりました。 

いますが、 身体阻害 者 施設「こすもすハウス」 よ り購入して ぃ 皆さんの負担が 王くなりますが、 ご ・理解いただくよ う よろし 

ました発酵促進剤 ( ぼかし ) が、 このところの 物価の高騰によ くお願いいたします 

あ 牡はが 地域の先生です。 

ん 夢の佐 験里 / 
有志指導者募集 け 

町内小学校 4 . 5 . 6 年生を対象に、 

通学合宿「夢の 体験 塾 」を実施します。 
「夢の体験 塾 」とは、 子どもたちが 老 
人憩の家「若潮 荘 」に一過間合宿をして、 
料理や掃除・ 洗濯など、 さまざまな事 

を体験するものです。 
このたび、 子どもたちのお 世話をし 

ていにだ く ボランティア 指導者を募集 

します。 
子どもの育成に 関心のあ る人は、 ぜ 

ひ応募してください。 特に 、 若い人 

( 大学生など ) の応募をお待ちしていま 

す。 

●ボランティアの 仕事内容● 

①食事指導 ( 午後 4 時 一 8 時 ) 

②宿泊 ( 午後 8 時～翌朝 8 時 ) 

③体験活動の 指導 

( 創作・伝承遊びなど ) 

Ⅹいずれかひとつの 仕事でも結構です。 

●日 程● 

6 用 7 日 ( 土 ) ～ 24 日 ( 土 ) 

7 月 8 日 ( 土 ) ～ l5 日 ( 土 ) 

9 月 2 日 ( 土 ) ～ 9 日 H 土 ) 

l0 月凶日 ( 土 ) ～鉗口 ( 土 ) 

Ⅱ 月 4 日 ( 土 ) ～Ⅱ 日 ( 土 ) 

指導者でウルーフを 編成して、 l ウ 

ルーフで 1 回の日程を担当します。 申 

し込みの際に、 希望の日程を 申し出て 

ください。 

  
    鰹鷺   ， ご 

申し込み・問い 合わせ 

教育委員会社会教育課 内 
「夢の体験 塾 」実行委員会へ 
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女 2 月の納期 
+ 固定資産税 ( 2 
●国民健康保険 税 
●国民年金保険料 
●保育 料                   

●阿曽住宅家賃 

同 29 日 ) .     

( 2 月 29 日       

  4 期分 
              9 期分 

  2 月分 
  2 月分 
  2 月分 

ハ -     

/ 

女 各種相談 
●心配ごと相談 ( いこいの 里 ) 

4 日 ( 金 ) . 25 日 ( 金 ) 、 13 : 30-l6     00 
0 法律相談 ( いこいの 里 ) 
4 日 ( 金 ) , 25 日 ( 金 ) 、 l3 : 30-l6     30 
Ⅹ電話予約が 必要てす。 8283-2940 へ 

0 行政相談 ( いこいの 里 ) 
4 日 ( 金 ) . 25 日 ( 金 ) 、 l3 : 30-16     00 

●教育電話相談 ( 教育委員会内 ) 
容 282-4884 く毎週 a)) 
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卸 日色 鳥 
人口           .30,734A(+28) 
そのうち 142 人は覚国人 

女 ， 性                         16,206@A@ (+11) 
男 Ⅱ 生                         14.528A@ (+17) 

              10,545 世帯 (+  5) 

そのうち 72 世帯は外国人世帯 

(  @ は 前月との比較 
出生 … 17 人 死亡 … 8 人 

転入 … 103 人 転出 ・・， 84 人 
まちの広さ                                     48.51W 
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@ 昨 こ あ と ; 昨 
年 元 年 て りか ， 年 
のは 日 も がて 中 
穂俵 は 思 看 。 とき ま ｜ 

つ 物 うま一 に 新 、天 像上 年、 に をや ごし年 く 年 
0  着 は き た 筒 さ あ   い 。 無 ん け 

へ ろ り元 です て一局 ま 事 の ま 切言し 。 えま が 合 日 し た 人 し て 人 お に 十 ぼ した て着 れか 、初 神社 失 は 元日 に 発行 協 」 広 に 
す 力哉 め   る をあ て   


